
要旨 主な改定・修正内容
大項目 中項目・小項目 ページ番号

表紙・目次

表紙
目次
　１　総則
　２　材料

・各項目での項目名称に合わせ、目次の名称を
更新
・「3.1.8 土留工」の内容追加に伴うページ対応整
理

1.1.1　　 現行）適用範囲　　→　改定）適用
2.1.1　　 現行）材料の規格　→　改定）適用

1.1.2　　 用語の定義 1-1～5
・番号の整理（実務要覧　土木工事共通仕様書を
参照）

32　段階確認　→　50　に移動
50　工事数量総括表　→ 12 に移動

※上記に伴い、下記のとおり番号を更新
　現行）12）指示　～　31）立会
→改定）13）指示　～　32）立会

1.3.3　　 工事現場標識等 1-32～33
・建設業法の改正（令和元年６月１２日公布）での
条項へ更新

４　 施工体系図
　　 現行）建設業法第24条の7第4項
→　改定）建設業法第24条の8第4項

３　工事 3.1.8　　 土留工 3-4
・参照内容を明確化するため、「建込式」、「アルミ
矢板」の内容を追加

現行の「１　一般施工」　と　「２　木矢板」の間に、
２　受注者は、建込式の～　を追加

※　実務要覧　共通仕様書　第10編　下水道編（10-1-3-7　管路土留工）の（木矢板土留、軽量鋼矢板土留、アルミ矢板土留）の項を
引用して記載

4.1.2　　 参考とすべき図書類 4-1
・図書類について、対応する日付に更新
・語句を見直し

図書類の「日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会　各接合要領書」と「日本ﾀﾞｸﾀｲﾙ鉄管協会　便覧」の改訂内容との整合

4.1.13　　石綿セメント管との接合 4-18 ・対応する表番号への更新

・トルク表（表4-8）の対応を整合（本文中）
　　 現行）表4-7
→　改定）表4-8
・表4-8の罫線太さを修正

4.1.23　　空気弁設置工 4-23 ・対応する項目番号への更新
　 現工）4.1.22 消火栓設置工
→改定）4.1.24 消火栓設置工

水道工事標準仕様書 令和4年11月30日改定の要旨

該当箇所（改定後）

１　総則

４　管布設工事
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要旨 主な改定・修正内容
大項目 中項目・小項目 ページ番号

水道工事標準仕様書 令和4年11月30日改定の要旨

該当箇所（改定後）

[3]品質管理基準
11 配水管材料（弁栓類）／規格値

付1-58 ・語句を見直し
　現行）「さいたま市水道局承認品」
→改定）「さいたま市水道局型資材」

[3]品質管理基準
11 配水管材料（鋳鉄管）／摘要

付1-59 ・承認品に関する文言削除
「・φ500mm(NS)以上はさいたま市水道局承認品」→削除
※現在、NS管は呼び径500～1000までJWWA（JWWA G 113、114等）規格化されており、現況に合わせるため

[3]品質管理基準
12 継手工／規格値

付1-60 ・特殊押輪の締め付けトルクについて追記 「なお、特殊押輪（承認品）における押ボルトの締め付けトルクは、資材メーカーの規格による。」を追加

［１］標準掘削断面図・標準掘削幅
【現行：令和3年11月30日改定】

付5-1,3,6,7,
11,12

・令和４年度水道歩掛適用に伴う最小掘削幅の
更新（55cm→60cm）

令和４年度水道歩掛適用に伴う最小掘削幅の更新（55cm→60cm）

［１］標準掘削断面図・標準掘削幅
～［３］土留め工事標準図

付5-13～ ・ページ番号のスライド 白紙ページ（現行：付録5-13・14）の削除（ページ番号のスライド）

付録７　弁室及び
消火栓設置図

消火栓レジンブロック室図

※築造注意点
付7-5

・「弁棒」の補足（4.1.24 消火栓設置工と整合）
・字体の修正

　 現行）１．道路面（ＧＬ）より、キャップ又は～
→改定）１．道路面（ＧＬ）より、弁棒キャップ又は～
・字体修正（３．～）

付録５　標準掘削
断面断面図・標
準掘削幅、道路
復旧図及び土留
工標準図

付録１　水道工事
施工管理基準
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水道工事標準仕様書（表紙・目次）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（表紙・目次）　新旧対照表 …改定箇所
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水道工事標準仕様書（表紙・目次）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（表紙・目次）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（１　総則）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（１　総則）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（１　総則）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（１　総則）　新旧対照表 …改定箇所



3-3 

(1) 受注者は、工事区域内においては、排水を完全に行なえるよう十分な水替え設備

を設け、水を滞留させないよう注意しなければならない。 

なお、排水は必要に応じ沈砂桝を設けて土砂を下水道等へ流さないようにするこ

と。 

(2) 受注者は、水替えにあたっては、工事の進行に支障をきたさないよう、必要に応じ

て昼夜を通じ実施し、周辺状況を十分に把握しなければならない。 

(3) 受注者は、放流にあたっては、必要に応じて、関係管理者と協議しなければならな

い。特に下水道管に放流する場合には、所管の下水道管理課に申請が必要となり、下

水道使用料が発生することとなる。 

なお、河川等に放流する場合は、放流地点が洗掘されないよう適切な処置を講じな

ければならない。 

３ 締切工 

(1) 受注者は、締切及び仮排水路の位置・構造等は、あらかじめ関係管理者及び監督職

員の承諾を得た後、舟の運行及び流水に支障なく、かつ降雨による増水等も考慮した

上、堅固に築造し、予備資材を準備して万全を期さなければならない。 

(2) 受注者は、仮締切が破損または流出した場合は、速やかに復旧しなければならな

い。 

４ 仮囲い 

(1) 受注者は、工事使用区域は工事期間中指定された規格・寸法・彩色を有する仮囲い

を設置し、周囲と区別しなければならない。 

(2) 受注者は、仮囲いを設置した箇所に車両を出入りさせる場合は、標識設備を設置

するとともに、交通誘導警備員を配置し、誘導または見張りをさせなければならな

い。 

(3) 受注者は、仮囲いの撤去にあたっては、監督職員の承諾を得てから行わなければ

ならない。 

５ 覆工 

(1) 覆工施設に使用する材料は、作用する荷重に十分耐え得る材質・形状としなけれ

ばならない。 

(2) 受注者は、覆工表面の滑り止め、覆工の取付け等の構造については、監督職員と協

議して施工しなければならない。 

(3) 受注者は、路面覆工にあたっては、原則として路面と同一の高さにしなければな

らない。やむを得ず段差が生じる場合は、アスファルト合材等で適切に擦りつけなけ

ればならない。 

(4) 受注者は、覆工板については、ばたつきのないよう完全に取付けるとともに、常時

点検して良好な状態を保つよう手入れをし、交通安全及び騒音・振動の発生防止に努

めなければならない。 

3．1．8 土留工 

１ 一般施工 
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(1) 受注者は、工事区域内においては、排水を完全に行なえるよう十分な水替え設備

を設け、水を滞留させないよう注意しなければならない。 

なお、排水は必要に応じ沈砂桝を設けて土砂を下水道等へ流さないようにするこ

と。 

(2) 受注者は、水替えにあたっては、工事の進行に支障をきたさないよう、必要に応じ

て昼夜を通じ実施し、周辺状況を十分に把握しなければならない。 

(3) 受注者は、放流にあたっては、必要に応じて、関係管理者と協議しなければならな

い。特に下水道管に放流する場合には、所管の下水道管理課に申請が必要となり、下

水道使用料が発生することとなる。 

なお、河川等に放流する場合は、放流地点が洗掘されないよう適切な処置を講じな

ければならない。 

３ 締切工 

(1) 受注者は、締切及び仮排水路の位置・構造等は、あらかじめ関係管理者及び監督職

員の承諾を得た後、舟の運行及び流水に支障なく、かつ降雨による増水等も考慮した

上、堅固に築造し、予備資材を準備して万全を期さなければならない。 

(2) 受注者は、仮締切が破損または流出した場合は、速やかに復旧しなければならな

い。 

４ 仮囲い 

(1) 受注者は、工事使用区域は工事期間中指定された規格・寸法・彩色を有する仮囲い

を設置し、周囲と区別しなければならない。 

(2) 受注者は、仮囲いを設置した箇所に車両を出入りさせる場合は、標識設備を設置

するとともに、交通誘導警備員を配置し、誘導または見張りをさせなければならな

い。 

(3) 受注者は、仮囲いの撤去にあたっては、監督職員の承諾を得てから行わなければ

ならない。 

５ 覆工 

(1) 覆工施設に使用する材料は、作用する荷重に十分耐え得る材質・形状としなけれ

ばならない。 

(2) 受注者は、覆工表面の滑り止め、覆工の取付け等の構造については、監督職員と協

議して施工しなければならない。 

(3) 受注者は、路面覆工にあたっては、原則として路面と同一の高さにしなければな

らない。やむを得ず段差が生じる場合は、アスファルト合材等で適切に擦りつけなけ

ればならない。 

(4) 受注者は、覆工板については、ばたつきのないよう完全に取付けるとともに、常時

点検して良好な状態を保つよう手入れをし、交通安全及び騒音・振動の発生防止に努

めなければならない。 

3．1．8 土留工 

１ 一般施工 

改　　定（令和４年１１月３０日）

水道工事標準仕様書（３　工事）　新旧対照表

現　　行

…改定箇所



水道工事標準仕様書（３　工事）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（３　工事）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（４　管布設工事）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（４　管布設工事）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（４　管布設工事）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録１）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録１）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録１）　新旧対照表 …改定箇所
…削除箇所



水道工事標準仕様書（付録１）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録５）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録５）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録５）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録５）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録５）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録５）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録５）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録７）　新旧対照表 …改定箇所



水道工事標準仕様書（付録７）　新旧対照表 …改定箇所


